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第
32
回
作
品
展

10
月
29
日
㈫
～
11
月
１
日
㈮

多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

支
部
だ
よ
り
８
月
号
で
ご
案
内
の
と

お
り
、
10
月
29
日
㈫
～
11
月
１
日
㈮
、

11
時
～
16
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
天
王
洲
ビ
ル
３
階
会
議
室

で
開
催
し
ま
す
。
昨
年
の
出
展
者
は
79

名
、
１
０
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
初
出
展
や
ご
家
族
の
出
展
を
含

め
、
多
く
の
方
の
出
展
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
２
０
１
９
年
以
降
に
出
展

さ
れ
た
方
に
は
、
案
内
書
と
申
込
ハ
ガ

キ
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
初
め
て
出
展

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
写
真
家
の
御お

堂ど
う

義よ
し

乘の
り

さ
ん
に

よ
る
写
真
作
品
の
講
評
を
含
め
、
趣
向

を
凝
ら
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
友
人
知
人
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
仲
間
の
作
品
鑑
賞
に
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
全
作
品
の
画
像
を
関
東
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
展
示
し
ま
す
の
で
、

作
品
の
送
付
と
併
せ
て
、
そ
の
写
真
デ

ー
タ
を
左
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
＝jtbob-jim

u@
jtb.gr.jp

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
応
援
運
動

新
春
は
「
お
せ
ち
の
鉄
人
」
で

今
年
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
輩
達
の
応
援

の
た
め
、
２
０
２
５
年
の
新
春
も
、
ぜ

ひ
「
お
せ
ち
の
鉄
人
」
で
お
迎
え
く
だ

さ
い
。

こ
の
商
品
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）
経
由
Ｊ
Ｔ
Ｂ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
し
込
む
と

10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。
操
作
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
Ｈ
Ｐ
の
会
員
向
け
掲

示
板
→
会
員
特
典
→
Ｉ
Ｄ
・
Ｐ
Ｗ
を
入

力
→
Ｊ
Ｔ
Ｂ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
員
割
引
制
度
に
つ
い
て
→
ご
購
入

は
こ
ち
ら
（
黄
色
い
マ
ー
ク
）
→
Ｂ
Ｏ

Ｂ
会
員
向
け
Ｊ
Ｔ
Ｂ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
Ｈ

Ｐ
で
購
入
（
こ
の
場
合
、
支
部
だ
よ
り

お
よ
び
支
部
Ｈ
Ｐ
へ
の
氏
名
掲
載
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

　

例
年
同
様
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
度

同
好
会
代
表
者
会
議
報
告

同
好
会
代
表
者
会
議
を
７
月
５
日
、

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
に
て
開
催
。
主
な
議

題
は
、
２
０
２
３
年
度
の
活
動
・
会
計

報
告
、
作
品
展
へ
の
出
展
依
頼
、
支
部

だ
よ
り
へ
の
投
稿
依
頼
、
各
同
好
会
か

ら
の
近
況
報
告
な
ど
で
し
た
。

活
動
状
況
で
は
、
２
０
２
２
年
度
比

で
、
会
員
数
90
％
、
活
動
回
数
１
０

１
・
４
％
、
参
加
人
員
１
０
５
・
５
％

と
、
会
員
数
は
前
年
を
大
き
く
下
回
り

ま
し
た
が
、
活
動
回
数
・
参
加
人
員
は

前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
も
落
ち
着
き
、
通
常

に
近
い
活
動
に
戻
り
ま
し
た
。
各
同
好

会
に
は
、
支
部
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
活
動
の
様
子
を
投
稿
し
て
い
た

だ
く
よ
う
再
度
要
請
す
る
と
と
も
に
、

作
品
展
に
つ
い
て
も
、
昨
年
以
上
の
出

展
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

近
況
報
告
で
は
、
会
員
の
高
齢
化
、

健
康
上
の
理
由
等
か
ら
退
会
者
が
増
え

て
い
る
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
課
題
や
悩
み
は
あ
る
も
の

の
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
活
動
を
継
続
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
参
加
し
て
く
れ
た
会
員
同
士

が
仲
良
く
楽
し
く
活
動
で
き
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
会
が
あ
れ
ば
よ

い
の
か
、
何
を
望
む
の
か
、
将
来
に
向

け
て
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
同
好
会
は
会
員

が
５
人
以
上
集
ま
れ
ば
新
設
で
き
、
支

部
か
ら
助
成
金
も
付
与
さ
れ
ま
す
。
活

動
内
容
に
よ
っ
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務

局
の
会
議
室
も
利
用
で
き
ま
す
。
奮
っ

て
同
好
会
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

那
須
平
成
の
森
ハ
イ
キ
ン
グ

那
須
平
成
の
森
は
、
広
大
な
御
用
邸

用
地
の
お
よ
そ
半
分
が
宮
内
庁
か
ら
環

境
省
に
移
管
さ
れ
、
２
０
１
１
年
に
開

園
し
ま
し
た
。
今
回
は
ふ
れ
あ
い
の
森

の
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
、
駒
止
の
滝

を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
滝
は
平
成
の
森

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
一
般
人
に
は
見
る

こ
と
が
で
き
ず
〝
ま
ぼ
ろ
し
の
滝
〟
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

期
日　

10
月
24
日
㈭

集
合　

宇
都
宮
駅
東
口　

７
時
45
分

　
　
　

８
時
出
発

行
程　

�

宇
都
宮
駅
🚌
那
須
友
愛
の
森
🚌

平
成
の
森
Ｆ
Ｃ
🚶
南
あ
ず
ま
や

🚶
駒
止
の
滝
観
爆
台
（
昼
食
）

🚶
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ブ
ナ
の
森
🚶
平

成
の
森
Ｆ
Ｃ
🚶
🚌
鹿
の
湯
入
浴

🚌
那
須
友
愛
の
森
🚌
宇
都
宮
駅

定
員　

20
名
（
最
少
催
行
人
員
14
名
）

会
費　

�

６
０
０
０
円
（
貸
切
バ
ス
・
保

険
込　

入
浴
料
は
各
自
負
担
）

　
　

＊
昼
食
・
お
や
つ
等
は
各
自
持
参

締
切　

10
月
10
日
㈭

取
消　

10
月
17
日
㈭
～　

３
０
０
０
円

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

林　
　

守

�

☎
０
８
０
（
５
１
９
０
）
４
６
３
８

義
民
・
佐
倉
惣
五
郎
旧
宅
を
訪
ね
て

重
税
に
苦
し
む
農
民
を
救
お
う
と
、

減
税
を
徳
川
家
綱
に
直
訴
し
処
刑
さ
れ

た
佐
倉
惣
五
郎
（
没
後
３
７
０
年
）。

そ
の
旧
宅
を
訪
ね
、
木
内
家
17
代
当

主（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
）か
ら
話
を
伺
い
ま
す
。

期
日　

10
月
25
日
㈮　

雨
天
中
止

　
　
　

�

催
行
の
可
否
は
10
月
18
日
の
週

間
予
報
に
て
判
断
し
ま
す
。

集
合　

京
成
宗
吾
参
道
駅　

９
時
30
分

行
程　

�

宗
吾
参
道
駅
🚶
宗
吾
霊
堂
（
東

勝
寺
）・
宗
吾
霊
宝
殿
・
宗
吾

一
代
記
念
館
🚶
佐
倉
惣
五
郎
旧

宅
🚌
公
津
の
杜
（
昼
食
／
台
湾

料
理
）
14
時
30
分
解
散
予
定

定
員　

20
名

会
費　

�

４
５
０
０
円
（
昼
食
・
バ
ス
・

拝
観
料
・
保
険
込
）

締
切　

10
月
15
日
㈫

主
催　

京
葉
倶
楽
部

担
当　

山
崎　

真
一

�

☎
０
９
０
（
５
２
１
６
）
５
５
０
９

＝
関
東
支
部
忘
年
懇
親
会
開
催
＝

　

今
年
は
左
記
の
と
お
り
、「
新
緑
の

集
い
」
と
同
じ
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈭　

12
時
～

会
場　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
（
竹
橋
）

　
　
　

立
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

＊
詳
細
は
11
月
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。
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「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す
ぎ
と
」
で

Ｂ
Ｂ
Ｑ
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！（
再
掲
載
）

　

参
加
者
募
集
！　

東
武
動
物
公
園
駅

か
ら
バ
ス
で
10
分
。
家
族
で
楽
し
め
ま

す
。
詳
細
は
支
部
だ
よ
り
８
月
号
参
照
。

期
日　

10
月
26
日
㈯　

雨
天
中
止

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

常
陸
秋
蕎
麦
の
故
郷
で
蕎
麦
打
ち
体
験

　

秋
の
う
ま
い
も
ん
…
新
蕎
麦
の
季
節
。

蕎
麦
打
ち
を
体
験
し
、
打
っ
た
お
蕎
麦

（
天
ぷ
ら
付
）
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
11
日
㈪　

10
時
30
分
～
13
時

集
合　

�

金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設

「
か
な
さ
笑
学
校
」

　
　

＊
旧
金
砂
小
学
校
で
す
。

定
員　

20
名

会
費　

�

１
５
０
０
円
（
蕎
麦
打
ち
・
食

事
・
飲
み
物
込
）

締
切　

10
月
14
日
㈪

主
催　

と
き
わ
路
倶
楽
部

担
当　

池
田　

勇

�

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

懐
か
し
の
社
会
科
見
学（
国
会
議
事
堂

�

と
Ｊ
Ａ
Ｌ
羽
田
機
体
整
備
工
場
）

　

国
会
議
事
堂
は
衆
議
院
（
60
分
）
を

見
学
。
本
会
議
場
・
御
休
所
・
貴
族
院
・

中
央
広
間
・
前
庭
を
巡
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
羽
田
機
体
整
備
工
場
（
Ｊ
Ａ

Ｌ 

Ｓ
Ｋ
Ｙ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
）
で
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験（
航
空
教
室
30
分
・

展
示
見
学
30
分
）
後
、格
納
庫
（
50
分
）

を
見
学
し
ま
す
。

期
日　

11
月
14
日
㈭

集
合　
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
東
口　

８
時
10
分

行
程　

�

高
崎
駅
🚌
国
会
議
事
堂
衆
議
院

（
昼
食
）
🚌
Ｊ
Ａ
Ｌ
羽
田
機
体

整
備
工
場
🚌
高
崎
駅
（
19
時
45

分
頃
到
着
）

定
員　

20
名

会
費　

�

１
３
２
０
０
円
（
貸
切
バ
ス
・

有
料
道
路
・
駐
車
料
・
昼
食
・

保
険
込
）

締
切　

10
月
25
日
㈮

取
消　

11
月
12
日
㈫
～　

６
６
０
０
円

　
　
　

当
日　
　
　
　

１
３
２
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

落
合　

守
夫

�

☎
０
９
０
（
２
６
４
３
）
５
７
５
６

『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』

�

ゆ
っ
く
り
歩
く
中
山
道
（
そ
の
壱
）

　

日
本
橋
か
ら
江
戸
時
代
の
経
済
・
文

化
の
名
残
を
訪
ね
、
板
橋
宿
ま
で
を
４

回
に
分
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

話
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
各
回
平

均
３
㎞
の
短
い
行
程
で
、
し
か
も
皆
さ

ん
の
体
力
に
応
じ
て
途
中
離
団
も
あ
り

で
す
。
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
高
低
差
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
歩
き
や
す
い
企
画
内

容
で
す
。
初
回
の
見
ど
こ
ろ
は
、
旧
交

通
博
物
館
跡
の
変
貌
し
た
姿
で
す
。
昼

食
は
東
大
構
内
に
て
イ
タ
リ
ア
ン
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

期
日　

11
月
15
日
㈮

集
合　

�

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
・
半
蔵
門

線
三
越
前
駅
Ｂ
５
出
口　

日
本

橋
際
の
道
路
元
標
前　

10
時

行
程　

�

日
本
橋
🚶
三
越
🚶
金
座
跡
🚶
万

世
橋
跡
🚶
神
田
明
神
🚶
本
郷
か

ね
や
す
（
小
間
物
屋
）
🚶
東
大

（
昼
食
）　

食
後
解
散

会
費　

�

３
０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
・
昼
食
・

保
険
込
）

取
消　

11
月
８
日
㈮
～　

１
５
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

野
萩　

勝
利

秩
父
札
所
巡
り
（
第
８
回
最
終
回
）

　

秩
父
札
所
巡
り
シ
リ
ー
ズ
は
最
終
回

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
33
番
菊
水
寺

と
34
番
水
潜
寺
の
２
寺
で
す
。
水
潜
寺

は
秩
父
霊
場
打
ち
納
め
、
百
観
音
霊
場

の
結
願
寺
で
す
。
秋
の
一
日
を
楽
し
ん

で
は
い
か
が
で
す
か
‼

期
日　

11
月
20
日
㈬

集
合　

秩
父
鉄
道
秩
父
駅
改
札　

10
時

行
程　

�

秩
父
駅
🚌
泉
田
🚶
㉝
菊
水
寺
🚶

泉
田
🚌
秩
父
駅
🚶
武
蔵
屋
（
昼

食
）
🚶
秩
父
駅
🚃
皆
野
駅
🚌
札

所
前
🚶
㉞
水
潜
寺
🚶
札
所
前
🚌

皆
野
駅
（
16
時
17
分
着
）

　
　

＊
○
数
字
は
札
所
番
号

　
　

＊
交
通
費
は
各
自
負
担

定
員　

15
名

会
費　

�

４
５
０
０
円
（
昼
食
・
札
所
案

内
人
代
・
保
険
込
）

締
切　

11
月
11
日
㈪

取
消　

前
日
～　

１
０
０
０
円

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

中
島　

嘉
秋

�

☎
０
９
０
（
６
９
３
１
）
０
０
５
５

秋
色
に
染
ま
る
秋
川
渓
谷
と

�

五
日
市
ほ
う
と
う
を
楽
し
む

　

野
趣
豊
か
な
景
観
に
囲
ま
れ
た
秋
川

渓
谷
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。
臨
済
宗
の

古
刹
広
徳
寺
は
、
市
文
化
財
の
総
門
を

は
じ
め
風
格
あ
る
寺
院
建
築
で
、
黄
金

色
に
輝
く
大
イ
チ
ョ
ウ
も
見
事
で
す
。

　

昼
食
は
名
物
『
ほ
う
と
う
』。
武
田

家
が
滅
ん
だ
際
、
八
王
子
方
面
へ
逃
れ

た
勝
頼
の
妹
、
松
姫
一
行
に
よ
り
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
食
事
場
所
は
名
店
『
佐

五
兵
衛
』。
地
酒
も
楽
し
み
で
す
。

期
日　

11
月
21
日
㈭ 

集
合　

�

武
蔵
五
日
市
駅
改
札　

10
時
10
分

（
立
川
駅
９
時
31
分
発
の
武
蔵

五
日
市
行
き
が
便
利
）

行
程　

�

武
蔵
五
日
市
駅
🚶
広
徳
寺
🚶
阿

伎
留
神
社
🚶
秋
川
渓
谷
🚶
五
日

市
郷
土
館
🚶
五
日
市
憲
法
碑
🚶

（
昼
食
）
🚶
武
蔵
五
日
市
駅

　
　

＊�

訪
問
先
、
訪
問
順
等
詳
細
は
後

日
決
定
。

会
費　

�

４
５
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

11
月
13
日
㈬

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

�

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

い
つ
も
と
違
う
秋
の
笠
間
を
訪
ね
て
！

笠
間
と
い
え
ば
、
笠
間
稲
荷
に
笠
間

焼
、
菊
ま
つ
り
が
有
名
で
す
が
、
今
回

は
隠
れ
た
名
所
を
訪
ね
ま
す
。
最
近
テ

レ
ビ
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
地
図

に
な
い
池
の
あ
る
石
切
山
脈
と
常
陸
国

出
雲
大
社
、
北
大
路
魯
山
人
の
旧
宅
を

移
築
し
た
春
風
萬
里
荘
を
バ
ス
で
ゆ
っ

く
り
巡
り
ま
す
。
最
後
に
道
の
駅
か
さ

ま
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
帰
路
へ
！

期
日　

11
月
22
日
㈮

集
合　

我
孫
子
駅
北
口　

７
時
50
分

行
程　

�
我
孫
子
駅
🚌
石
切
山
脈
🚌
常
陸

国
出
雲
大
社
🚶
出
雲
館
（
昼
食
）

🚌
春
風
萬
里
荘
🚌
道
の
駅
か
さ

ま
🚌
柏
駅
西
口

定
員　

20
名

会
費　

�

１
２
５
０
０
円
（
貸
切
バ
ス
・

有
料
道
路
・
昼
食
・
入
場
料
・

保
険
込
）

締
切　

11
月
12
日
㈫

取
消　

11
月
20
日
㈬
～　

２
２
０
０
円

主
催　

常
磐
倶
楽
部

担
当　

山
田　

章
好

　
　
　

井
上　

和
子
（
留
守
電
）

�

☎
０
４
（
７
１
８
３
）
２
２
９
８

倶
楽
部
だ
よ
り

京

葉

倶

楽

部

豊
洲
「
千
客
万
来
」
で

�

海
鮮
バ
イ
キ
ン
グ
（
報
告
）

６
月
11
日
、
木
場
駅
に
９
時
半
集
合
。

当
日
参
加
の
人
も
あ
り
、
ご
家
族
を
含

め
12
名
で
、
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
話

題
の
千
客
万
来
に
向
か
い
ま
し
た
。

大
人
気
で
予
約
困
難
な
バ
イ
キ
ン
グ

店
で
思
う
存
分
食
べ
、
か
つ
飲
も
う
、

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

実
施
日

内

容

主　

催

10
月

18
日
㈮

古
き
良
き
大
山
の
旧
道
散
策
と
能
楽
体
験

湘　

南

24
日
㈭

那
須
平
成
の
森
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ん
た
い

25
日
㈮

義
民
・
佐
倉
惣
五
郎
旧
宅
を
訪
ね
て

京　

葉

26
日
㈯
「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す
ぎ
と
」
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ

さ
き
た
ま

11
月

11
日
㈪

常
陸
秋
蕎
麦
の
故
郷
で
蕎
麦
打
ち
体
験

と
き
わ
路

14
日
㈭

懐
か
し
の
社
会
科
見
学

北
関
東

15
日
㈮
『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』
ゆ
っ
く
り
歩
く
中
山
道
（
そ
の
壱
）
東
京
２
３

20
日
㈬

秩
父
札
所
巡
り
（
第
８
回
最
終
回
）

さ
き
た
ま

21
日
㈭

秋
色
に
染
ま
る
秋
川
渓
谷
と
五
日
市
ほ
う
と
う
を
楽
し
む
武
蔵
野

22
日
㈮

い
つ
も
と
違
う
秋
の
笠
間
を
訪
ね
て
！

常　

磐

◎
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ
（
募
集
）
参
照
。

◎
京
葉
倶
楽
部
主
催
の「
第
98
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
菊
花
賞
」は
10
月
16
日
㈬
に
変
更
。

第389号� （2）



と
い
う
企
画
で
し
た
が
、
応
募
者
が
伸

び
ず
、「
食
べ
放
題
飲
み
放
題
」
は
Ｂ

Ｏ
Ｂ
会
に
は
適
さ
な
い
か
と
反
省
。

賑
わ
う
千
客
万
来
に
到
着
後
、
一
度

自
由
行
動
と
し
、
11
時
に
「
海
鮮
バ
イ

キ
ン
グ
い
ろ
は
」
前
で
再
集
合
し
て
、

70
分
一
本
勝
負
に
臨
み
ま
し
た
。
本
ま

ぐ
ろ
、
ぶ
り
、
真
鯛
、
ズ
ワ
イ
蟹
、
海

老
、
ほ
た
て
、
蟹
コ
ロ
ッ
ケ
、
バ
ラ
ち

ら
し
、
ス
ー
プ
、
カ
レ
ー
、
あ
ら
汁
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
ビ
ー
ル
、
日
本
酒
、

焼
酎
、
ワ
イ
ン
、
サ
ワ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ

美
味
し
く
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
、
い
っ
ぱ

い
飲
ん
で
い
っ
ぱ
い
食
べ
、
堪
能
し
ま

し
た
。
ま
ぐ
ろ
解
体
シ
ョ
ー
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
撮
影

し
て
く
れ
た
方
の
写
真
を
、
後
で
楽
し

み
ま
し
た
。�

（
金
政　

記
）

さ
き
た
ま
倶
楽
部

関
東
最
大
級
の
鍾
乳
洞
（
不
二
洞
）・

ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
と
慰
霊
の
園
（
報
告
）

　

６
月
７
日
、
参
加
者
19
名
（
他
倶
楽

部
２
名
）
で
２
年
ぶ
り
の
バ
ス
旅
を
実

施
し
ま
し
た
。

上
野
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
（
長
さ
２
２

５
ｍ
、
高
さ
90
ｍ
の
吊
り
橋
）
を
渡
り

神
秘
の
世
界
不
二
洞
へ
。
洞
内
の
延
長

２
・
２
㎞
は
関
東
最
大
級
の
規
模
を
誇

り
ま
す
。
昼
食
は
福
寿
庵
に
て
、
五
目

御
飯
と
天
ぷ
ら
付
き
の
盛
り
そ
ば
で
皆

さ
ん
大
満
足
で
し
た
。
食
後
は
、
慰
霊

の
園
へ
。
１
９
８
５
年
８
月
12
日
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
便
墜
落
事
故
の
慰
霊
碑
の
前
に
ロ

ウ
ソ
ク
を
灯
し
、
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

資
料
館
に
は
遺
品
や
救
助
作
業
の
様
子

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
の
見
学
個
所
、
旧
黒
澤
家
住
宅

へ
。
４
つ
の
座
敷
、
３
つ
の
玄
関
、
栗

の
板
屋
根
の
お
屋
敷
で
、
大
総
代
を
務

め
た
旧
家
で
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
、

楽
し
い
旅
で
し
た
。�

（
中
島　

記
）

北
関
東
倶
楽
部

越
後
湯
沢
ア
ル
プ
の
里
を
訪
ね
て

�

（
報
告
）

６
月
14
日
、
高
崎
駅
に
20
名
（
他
倶

楽
部
５
名
）
が
集
合
し
て
貸
切
バ
ス
に

て
出
発
。
途
中
水
上
近
く
の
事
故
で
関

越
ト
ン
ネ
ル
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
た
め
、

ル
ー
ト
を
変
更
し
て
１
時
間
遅
れ
で
湯

沢
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
に
無
事
到
着
。

世
界
最
大
級
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
７

分
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
の
湯
沢
高
原
へ
。

山
頂
を
１
時
間
半
程
散
策
し
な
が
ら
、

湿
生
花
園
、
あ
や
め
が
池
、
そ
し
て
ア

ル
プ
の
里
へ
。
標
高
２
５
０
０
ｍ
級
の

自
然
を
再
現
し
た
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
に

は
、
希
少
な
高
山
植
物
が
色
鮮
や
か
に

咲
き
乱
れ
、
大
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
は
、
新
潟
名
物

へ
ぎ
そ
ば
と
特
大
海
老
天
に
舌
鼓
。
湯

沢
の
温
泉
旅
館
に
て
汗
を
流
し
、
越
後

湯
沢
駅
構
内
「
が
ん
ぎ
ど
お
り
」
で
お

土
産
の
購
入
や
新
潟
の
銘
酒
の
試
飲
等

を
楽
し
み
ま
し
た
。

出
発
早
々
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
に
無
事
高

崎
駅
に
帰
着
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

に
満
足
し
ま
し
た
。�

（
市
川　

記
）ロープウェイ山頂　アルプの里の駅付近にて

東
京
２
３
倶
楽
部

『
学
芸
シ
リ
ー
ズ
』

国
立
能
楽
堂　

能
楽
鑑
賞
教
室（
報
告
）

６
月
22
日
、
爽
や
か
な
晴
天
日
に
、

67
名
（
他
倶
楽
部
23
名
）
が
国
立
能
楽

堂
に
集
合
。
遠
方
の
方
々
に
は
早
め
に

来
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
付
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
た
た
め
か
、
大
盛
況
の
中
、
最
終

公
演
日
の
午
後
、
脇
正
面
席
の
設
定
に

な
り
、
６
～
７
割
が
制
服
姿
の
中
高
生
、

残
り
は
社
会
人
で
ほ
ぼ
満
席
で
し
た
。

　

ま
ず
、
女
性
能
学
師
に
よ
る
解
説
を

聞
き
、
悲
し
み
を
表
す
仕し

ぐ
さ種
を
体
験
。

　

次
は
狂
言
『
柿
山
伏
』
の
上
演
。
柿

を
巡
る
山
伏
と
柿
持
主
の
掛
け
合
い
は

ユ
ー
モ
ア
が
溢
れ
、
楽
し
め
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
能
『
安あ

だ
ち
が達
原は

ら

』
の
上

演
。
こ
れ
は
、
安
達
原
の
鬼
女
伝
説
を

基
に
し
て
い
ま
す
。
見
る
な
と
言
わ
れ

る
と
、
見
て
し
ま
う
の
が
人
間
…
、
山

伏
の
必
死
の
祈
祷
で
鬼
女
は
夜
嵐
の
中

に
消
え
ま
す
が
、
前
シ
テ
の
賤せ

ん

女じ
ょ

の
糸

繰
り
の
様
、
後
シ
テ
の
恐
ろ
し
い
鬼
女

の
姿
は
圧
巻
で
し
た
。
皆
さ
ん
、
眼
前

の
字
幕
も
参
考
に
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
、

楽
し
ま
れ
た
様
子
で
、
お
陰
様
で
充
実

し
た
鑑
賞
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

　

帰
り
の
駅
で
は
、
国
立
競
技
場
か
ら

引
き
揚
げ
る
ラ
グ
ビ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

戦
観
戦
者
の
大
行
列
に
圧
倒
さ
れ
、
超

混
み
の
電
車
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。�

（
高
井　

記
）

に
い
が
た
倶
楽
部

第
１
回
ラ
ン
チ
の
会
（
報
告
）

　

新
企
画
ラ
ン
チ
の
会
を
７
月
24
日
、

12
名
の
参
加
で
実
施
。
新
潟
駅
前
ビ
ル

の
８
階
に
位
置
す
る
『
シ
ャ
レ
ル
・
ラ

ン
デ
ヴ
ー
』
が
今
回
の
会
場
で
、
エ
レ

ガ
ン
ト
な
た
た
ず
ま
い
が
素
敵
な
フ
レ

ン
チ
料
理
店
。
冷
製
ス
ー
プ
に
始
ま
り
、

魚
料
理
・
肉
料
理
、
そ
し
て
最
後
の
８

品
目
は
十
数
種
類
の
一
口
サ
イ
ズ
ス
イ

ー
ツ
の
ワ
ゴ
ン
サ
ー
ビ
ス
食
べ
放
題
で
、

ス
イ
ー
ツ
好
き
に
も
た
ま
ら
な
い
ラ
ン

チ
コ
ー
ス
。
皆
さ
ん
の
会
話
も
弾
み
、

食
事
も
十
分
堪
能
で
き
た
様
子
。

　

年
２
回
実
施
の
街
歩
き
は
、
歩
き
が

苦
手
で
参
加
を
控
え
て
い
る
会
員
も
い

る
こ
と
か
ら
、
歩
か
ず
に
参
加
で
き
る

企
画
を
と
の
世
話
人
か
ら
の
提
案
で
今

回
の
実
施
と
な
る
。
今
後
も
外
国
料
理

等
の
食
事
会
を
介
し
て
会
員
の
交
流
拡

大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。�（
高
橋　

記
）

同
好
会
だ
よ
り

テ
ニ
ス
同
好
会

第
12
回
関
東
大
会
・
強
化
合
宿（
募
集
）

テ
ニ
ス
同
好
会
恒
例
の
関
東
大
会
・

強
化
合
宿
を
開
催
し
ま
す
。
テ
ニ
ス
が

初
め
て
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
１
コ
ー
ト
は
初
心
者
貸
切
利
用
で
、

ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
。

期
日　

11
月
１
日
㈮
～
２
日
㈯

場
所　

�

東
京
海
上
・
那
須
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
（
大
田
原
市
）

集
合　

�

現
地
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

11
時
30
分

　
　

＊�

宇
都
宮
駅
か
ら
の
車
乗
り
合
わ

せ
等
詳
細
は
追
っ
て
連
絡
。

日
程　

�《
11
月
１
日
》

13
時
～
14
時
＝
練
習

14
時
～
17
時
＝
大
会

　
　
　

�《
11
月
２
日
》

９
時
～
12
時
＝
残
り
の
試
合

上野スカイブリッジにて

（3）� 第389号
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＊
今
回
の
試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
の
み

会
費　

�

１
４
０
０
０
円
（
１
泊
４
食
・

飲
み
物
・
二
次
会
込
）

担
当　

宮
本　

勲
�

☎
０
９
０
（
４
９
３
２
）
７
６
６
５

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

７
月
・
８
月
の
互
選
句

７
月
の
題
は
「
贈
る
」（
○
印
）

８
月
の
題
は
「
汗
」 　
（
◇
印
）

○
感
謝
状
贈
っ
て
ケ
リ
を
つ
け
た
が
る

◇
花
火
師
の
汗
が
夜
空
に
花
と
咲
き

�

手
塚　
　

実

○
懐
と
頭
悩
ま
す
贈
答
品

◇
手
に
汗
を
握
る
母
校
の
甲
子
園

�

丸
木　

正
登

○
食
卓
へ
友
か
ら
初
夏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

◇
花
形
の
芸
に
黒
子
の
汗
光
る

�

竹
田　

圭
子

○
苦
し
い
が
エ
ー
ル
贈
ら
れ
登
る
山

◇
直
ら
な
い
冷
や
汗
ぬ
ぐ
う
失
言
癖

�

横
山　

信
之

○
嬉
し
さ
は
品
物
よ
り
も
旅
行
券

◇
こ
の
暑
さ
朝
か
ら
終
日
汗
み
ど
ろ

�

荒
井　

春
雄

�

（
手
塚　

記
）

会
員
だ
よ
り

五
三
同
好
会
卒
業
式

�

武
蔵
野　

勝
岡　

只

　

五
三
会
と
は
、
１
９
５
３
年
４
月
に

関
東
支
社
採
用
の
高
卒
社
員
の
集
ま
り

で
、「
ゴ
ミ
会
」
と
呼
称
す
る
。

　

年
齢
が
60
歳
と
な
っ
た
時
、
会
合
希

望
者
だ
け
に
絞
り
、
衣
替
え
し
た
の
が

「
五
三
同
好
会
」
で
あ
る
。

　

会
発
足
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
入
社
２
～

３
年
頃
、
配
属
先
の
異
な
る
数
名
の
同

期
社
員
が
国
鉄
の
セ
ン
タ
ー
（
指
定
券

予
約
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
）
に
短
期
出

向
（
一
時
関
東
支
社
に
仮
配
属
し
て
１

年
後
に
元
の
案
内
所〈
支
店
の
前
々
身
〉

に
戻
る
）
に
よ
り
一
緒
に
勤
務
し
た
こ

と
、
一
部
の
案
内
所
か
ら
午
後
に
そ
の

日
発
売
の
指
定
券
類
の
乗
車
日
・
列

車
・
号
車
・
座
席
番
号
に
誤
り
が
な
い

か
「
対
照
」
に
来
て
お
り
、
そ
の
中
に

同
期
生
が
何
人
か
い
た
こ
と
か
ら
、
同

期
会
開
催
、
の
機
運
が
生
ま
れ
た
。

　

初
め
は
幹
事
は
持
ち
回
り
と
し
た
が

う
ま
く
ゆ
か
ず
、
勝
岡
が
勝
手
に
（
万

年
）
幹
事
を
買
っ
て
出
た
次
第
。
50
年

代
後
半
に
始
ま
り
、
最
初
の
数
回
は
、

記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
本
郷
の
旅

館
を
何
軒
か
変
え
て
行お

こ
な

っ
た
後
、
記
録

上
で
は
65
年
の
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

パ
ン
（
後
に
火
災
を
起
こ
し
防
災
不
備

で
社
会
問
題
と
も
な
る
）
か
ら
２
０
２

２
年
の
西
新
宿
の
日
本
料
理
店
ま
で
、

合
計
41
回
を
数
え
る
。

　

前
半
に
は
、
ゴ
ル
フ
絡
み
等
の
１
泊

旅
行
が
多
く
、
後
半
は
都
内
中
心
で
、

ホ
テ
ル
、
和
・
洋
・
中
華
の
料
理
店
、

東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
、
屋
形
船
、
幇ほ

う

間か
ん

出

演
の
お
座
敷
遊
び
な
ど
様
々
。
途
中
か

ら
春
秋
年
２
回
と
し
、
恰
好
の
日
本
料

理
店
は
後
半
の
大
半
を
占
め
る
13
回
も

続
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
店
と
な
り
、

会
も
中
断
の
憂
き
目
を
見
た
。

　

さ
て
、
こ
の
４
月
で
入
社
71
年
目
。

年
齢
も
そ
れ
ぞ
れ
「
卒
寿
」
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
が
、
各
会
員
も
外
出
が

思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
顔
ぶ
れ
も
揃
わ

な
い
た
め
、
切
り
の
い
い
と
こ
ろ
で
、

会
食
な
し
の
「
卒
業
式
」
と
す
る
こ
と

に
決
定
。
そ
れ
も
、
私
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
無
縁
な
た
め
、
画
面
上
の
顔
合

わ
せ
や
メ
ー
ル
で
は
な
く
、
各
自
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
書
面
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
交
換
・
配
付
す
る
方
法
と
相
成
っ
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
３
月
下
旬
の

入
社
前
教
育
は
、
中
央
区
の
有
名
な
泰

明
小
学
校
内
に
間
借
中
の
京
橋
商
業
高

校
の
教
室
に
て
、
支
社
の
教
育
担
当
の

鳥
越
軍
蔵
主
任
主
導
の
下
、
本
社
内
案

内
所
・
小
泉
武
業
務
係
長
の
講
習
を
受

け
、
有
楽
町
案
内
所
・
秋
田
貞
男
所
長

の
訓
話
に
耳
を
傾
け
、
最
終
日
の
バ
ス

に
よ
る
主
要
案
内
所
巡
り
の
後
、
皇
居

前
広
場
で
全
員
記
念
写
真
。
そ
の
中
に

は
後
年
有
名
人
に
な
っ
た
田
原
総
一
朗

さ
ん
（
入
社
後
の
配
属
先
は
東
京
駅
内

案
内
所
で
五
三
会
結
成
前
に
退
社
）
の

姿
も
あ
っ
た
っ
け
。

生
き
生
き
と
生
き
る
人
生
の
終
章

�

さ
き
た
ま　

小
菅　

恒
雄

昨
年
10
月
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、
肺
炎

を
併
発
。
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
病
院

で
死
を
宣
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
九
死
に

一
生
を
得
て
生
還
。
わ
ず
か
10
日
間
の

入
院
で
極
端
に
体
力
が
低
下
し
、
一
時

歩
行
も
困
難
な
状
態
で
し
た
が
、
現
在
、

毎
日
５
千
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
週
３

回
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
を
続
け
、
体

力
回
復
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
際
、
会
い
た
い
人
に
は
会
っ
て
お

こ
う
と
思
い
立
ち
、
昨
年
重
度
の
ガ
ン

を
克
服
し
た
妻
を
伴
っ
て
５
月
の
連
休

明
け
に
、
い
ず
れ
も
40
年
余
り
の
親
交

を
続
け
た
Ｋ
さ
ん
夫
妻
の
住
む
屋
久
島

と
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
団
旅
東
京
中
央
支
店
時
代

の
旧
友
Ｍ
さ
ん
の
郷
里
・
高
知
へ
の
旅

行
を
計
画
し
ま
し
た
。

Ｋ
さ
ん
は
私
の
母
校
の
体
育
教
師
を

辞
め
屋
久
島
へ
移
住
。
今
は
古
希
に
近

い
年
齢
な
が
ら
、
小
中
学
生
に
水
泳
指

導
を
行
い
、
連
日
15
ｍ
の
紺
碧
の
海
を

素
潜
り
で
遊
泳
す
る
逞た

く
ま

し
い
海
の
男
で
、

相
変
わ
ら
ず
健
在
で
し
た
。
し
か
し
、

Ｍ
さ
ん
と
は
１
年
前
か
ら
高
知
で
会
う

約
束
で
し
た
が
、
旅
行
出
発
直
前
に
訃

報
が
入
り
、
彼
の
実
家
で
遺
影
と
対
面

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り
に
は
、
毎
号
懐
か
し
い

方
々
の
訃
報
が
掲
載
さ
れ
、
今
さ
ら
な

が
ら
今
昔
の
感
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
在
籍
期
間
、
そ
し
て
旅
行
会
社
を

起
こ
し
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
34
年
、
通
算

68
年
、
旅
行
業
務
に
携
わ
れ
た
幸
せ
を

噛
み
し
め
つ
つ
、
今
後
も
生
き
生
き
と

過
ご
し
た
い
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
応
援
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

６
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

安
西
美
津
子	

五
十
嵐
隆	

石
川
尅
巳

入
江
貞
夫	

金
政
初
美	

川
田
善
久

小
林
富
子	

佐
藤
浩
昭	

曽
我
和
恵

田
沼
令
子	

鶴
岡
克
己	

西
山
隆
夫

羽
鳥　

均	

松
沢
文
夫	

森
本
喜
美
子

山
﨑
真
一

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

赤
坂
治
子	

秋
山
裕
子	

五
十
嵐
隆

内
田
寛
治	

塩
野
ま
す
み	

曽
我
和
恵

滝
口
重
夫	

田
中
淑
夫	

田
村
邦
夫

中
島
嘉
秋	

西
袋
哲
也	

野
口
正
太
郎

原
田
清
孝	

藤
ヶ
﨑
健
一	

藤
田　

勝

村
上　

徹	

山
村
憲
輝

７
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

石
川
尅
巳	

生
方
富
冶
夫	

菊
地
和
夫

小
見
山
進	

濱
野
キ
ヨ
子	

日
永
広
子

船
塚
和
雄

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

新
井
京
子	

池
田
恭
之	

岩
崎
信
一
郎

内
田
寛
治	

小
林
哲
二	

塩
野
ま
す
み

田
沼
令
子	

中
島
嘉
秋	

二
階
堂
晋
一

萩
原
栄
亮	

濱
野
キ
ヨ
子	

藤
田　

勝

水
野
敏
博

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
４

名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
７
月
〉

横
浜
市�

皆
見　
　

薫
さ
ん

（
湘
南
倶
楽
部
）

杉
並
区�

清
水　

利
明
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

千
葉
市�

前
原　

睦
子
さ
ん

（
京
葉
倶
楽
部
）

〈
８
月
〉

春
日
部
市�

金
子
美
緒
子
さ
ん

（
さ
き
た
ま
倶
楽
部
）

訃

報

陰
山　

卓
司
さ
ん　
（
84
歳
）

�

令
和
５
年
12
月
１
日

金
島　

康
人
さ
ん　
（
76
歳
）

�

令
和
６
年
７
月
４
日

白
井　

孝
司
さ
ん　
（
69
歳
）

�

令
和
６
年
７
月
27
日

松
井　

一
郎
さ
ん　
（
83
歳
）

�

令
和
６
年
７
月
30
日

鈴
木　

久
子
さ
ん　
（
71
歳
）

�

令
和
６
年
８
月
８
日

阿
部　

敏
夫
さ
ん　
（
83
歳
）

�

令
和
６
年
８
月
15
日

田
辺　
　

清
さ
ん　
（
85
歳
）

�

令
和
６
年
８
月
25
日

謹
ん
で
心
か
ら

�

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
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